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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流量調整器（１，１１０）であって、調整器ケーシング（２）が設けられており、該調
整器ケーシング（２）は少なくとも１つの調整器環状通路（３）を有していて、該調整器
環状通路（３）内には弾性材料から成る環状の絞り体（４）が設けられており、該絞り体
（４）は、絞り体（４）自体と、調整成形部（５）を有している通路壁との間に制御ギャ
ップ（６）を画成しており、該制御ギャップ（６）の通流横断面は、通流時に形成される
圧力差により変形する絞り体（４）に基づき可変であり、更に、少なくとも１つの弁（７
）が設けられており、該弁（７）は、通流する媒体の圧力により、戻し力に抗して開放形
状から閉鎖形状に変形する弁体（８）を有しており、該弁体（８）は、閉鎖形状において
少なくとも１つの弁開口を閉鎖している、流量調整器において、
　前記弁体（８）が、調整器ケーシング（２）の弁環状通路（９）内に設けられており、
該弁環状通路（９）は、その通路底部の領域に少なくとも１つの弁開口を有しており、前
記弁体（８）は、環状に形成されていて弾性材料から製造されており且つ前記弁環状通路
（９）の通路底部に当接して支持されており、前記環状の弁体（８）は、流入する媒体の
圧力により弁環状通路（９）の少なくとも一方の側壁に向かって半径方向に変形し、この
半径方向の変形に基づき前記弁体（８）は、該弁体（８）に使用された弾性材料の固有弾
性の戻し力に抗して、開放形状から閉鎖形状に変形するようになっていることを特徴とす
る、流量調整器。
【請求項２】
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　少なくとも１つの前記弁環状通路（９）と、少なくとも１つの前記調整器環状通路（３
）とは、互いに同心的に配置されている、請求項１記載の流量調整器。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの弁環状通路（９）は、前記調整器環状通路（３）に対して外側に
位置するように配置されている、請求項１又は２記載の流量調整器。
【請求項４】
　前記調整成形部（５）は、通路壁の、通流方向に方向付けられた凹状成形部（１０）と
凸状成形部（１１）とにより形成されている、請求項１から３までのいずれか１項記載の
流量調整器。
【請求項５】
　前記調整成形部（５）は、前記少なくとも１つの調整器環状通路（３）の内側又は外側
の通路壁に設けられている、請求項１から４までのいずれか１項記載の流量調整器。
【請求項６】
　前記絞り体（４）は前記調整器環状通路（３）内に、且つ／又は前記弁体（８）は前記
弁環状通路（９）内に、軸方向両側で保持されている、請求項１から５までのいずれか１
項記載の流量調整器。
【請求項７】
　前記絞り体（４）及び前記弁体（８）のための挿入開口として用いられる、前記調整器
環状通路（３）及び前記弁環状通路（９）の流入側に、前記絞り体（４）及び前記弁体（
８）を保持するための十字形の少なくとも１つの保持部材（１４）が設けられている、請
求項６記載の流量調整器。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの保持部材（１４）は、前記調整器ケーシング（２）から取り外せ
るように構成されている、請求項７記載の流量調整器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
　【０００１】
　本発明は、流量調整器であって、ケーシングが設けられており、該ケーシングは少なく
とも１つの調整器環状通路を有していて、該調整器環状通路内には弾性材料から成る環状
の絞り体が設けられており、該絞り体は、絞り体自体と、調整成形部を有している通路壁
との間に制御ギャップを画成しており、該制御ギャップの通流横断面は、通流時に形成さ
れる圧力差に基づいて変形する絞り体により可変であり、更に、少なくとも１つの弁が設
けられており、該弁は、通流する媒体の圧力により、開放位置から戻し力に抗して閉鎖位
置に移動する弁体を有しており、該弁体は、閉鎖位置において少なくとも１つの弁開口を
閉鎖するようになっている、流量調整器に関する。
　ＦＲ１１７５２３６Ａから既に公知の流量調整器は、ディスク状の調整器ケーシングで
もって、１本の導管の隣り合う２つの導管部分の間に接続され得る。この従来公知の流量
調整器は更に、複数の通流開口を有していて、これらの通流開口のうち少なくとも１つの
通流開口は、不変の内法の横断面を有している一方で、少なくとも１つの別の通流開口に
は、通流横断面を取り囲む、弾性材料から成る調整体が設けられていて、この調整体は、
通流する流体の圧力に基づき、（通流横断面を）徐々に狭める。不変の横断面を有する通
流開口の通流能力が、圧力の上昇に伴って高くなるのに対して、弾性的な調整体を有する
通流開口の通流能力は、通流する流体の圧力の上昇に伴って低下するので、全体としては
、初めに圧力上昇と共に急激に高まる通流能力が得られ、この通流能力は、次いで引き続
き圧力が上昇すると、ほぼ一定の最大値に達する。しかしながら、この従来公知の流量調
整器は、通流する流体の圧力により、開放位置から戻し力に抗していずれかの閉鎖位置に
移動可能な弁は全く有していない。
　ＷＯ２００４／００３６７３Ａ１から既に公知の流量調整器は、その調整器ケーシング
内に互いに同心的に配置された２つの調整器ユニットを有していて、これらの調整器ユニ
ットのうちの一方の調整器ユニットは、環状の通流通路内に、制御ピン又は調整コアを有



(3) JP 6084206 B2 2017.2.22

10

20

30

40

50

しており、この制御ピン又は調整コアを、それぞれ弾性材料から成る環状の絞り体が取り
囲んでおり、絞り体は、該絞り体自体と、制御ピン及び／又はケーシング内周面との間に
制御ギャップを画成しており、制御ギャップの通流横断面は、通流時に形成される圧力差
により変形する絞り体に基づき可変である。この場合、内側の調整器ユニットは、外側の
第２の調整器ユニットの制御ピン又は調整コア内に配置されている。比較的大きな外側の
調整器ユニットでは、単位時間当たりの吐水能力を高く調整することができるのに対して
、比較的小さな内側の調整器ユニットでは、通流する水量の微調整が可能である。ＷＯ２
００４／００３６７３Ａ１に記載の流量調整器に設けられた、ほぼ同じ構成の調整器ユニ
ットのうちのいずれも、通流する水の圧力に基づき開放位置と閉鎖位置との間で可動の弁
を成してはいない。
　【０００２】
　ＤＥ－ＯＳ２１３１１１７の図６から既に、冒頭で述べた形式の流量調整器が公知であ
る。この従来公知の流量調整器は、調整器ケーシングを有していて、この調整器ケーシン
グは調整器環状通路を有しており、調整器環状通路内には、弾性材料から成る環状の絞り
体が設けられていて、この絞り体は、絞り体自体と、調整成形部を有している内側の通路
壁との間に、制御ギャップを画成しており、この制御ギャップの通流横断面は、通流時に
形成される圧力差により変形する絞り体に基づき可変である。圧力が増大するにつれて、
弾性材料から成る絞り体は調整成形部に向かって変形するので、制御ギャップの通流横断
面は徐々に狭められ、これにより、最大通流能力は圧力とは関係無く、所定の設定値に制
限されている。調整器ケーシングの、調整器環状通路により取り囲まれた中央には、流入
弁が設けられていて、この流入弁は、通流する媒体の圧力により、開放位置から戻し力に
抗して軸方向に閉鎖位置へと移動する弁体を有しており、弁体は、閉鎖位置において少な
くとも１つの弁開口を閉鎖する。この付加的な流入弁は、低い接続圧において、圧力上昇
時に目標とする最大値まで通流能力を急速に高めることを保証する、付加的な液体通流を
生ぜしめるという役割を有している。
【０００２】
　ＤＥ－ＯＳ２１３１１１７の図６から既に、冒頭で述べた形式の流量調整器が公知であ
る。この従来公知の流量調整器は、調整器ケーシングを有していて、この調整器ケーシン
グは調整器環状通路を有しており、調整器環状通路内には、弾性材料から成る環状の絞り
体が設けられていて、この絞り体は、絞り体自体と、調整成形部を有している内側の通路
壁との間に、制御ギャップを画成しており、この制御ギャップの通流横断面は、通流時に
形成される圧力差により変形する絞り体に基づき可変である。圧力が増大するにつれて、
弾性材料から成る絞り体は調整成形部に向かって変形するので、制御ギャップの通流横断
面は徐々に狭められ、これにより、最大通流能力は圧力とは関係無く、所定の設定値に制
限されている。調整器ケーシングの、調整器環状通路により取り囲まれた中央には、流入
弁が設けられていて、この流入弁は、通流する媒体の圧力により、開放位置から戻し力に
抗して軸方向に閉鎖位置へと移動する弁体を有しており、弁体は、閉鎖位置において少な
くとも１つの弁開口を閉鎖する。この付加的な流入弁は、低い接続圧において、圧力上昇
時に目標とする最大値まで通流能力を急速に高めることを保証する、付加的な液体通流を
生ぜしめるという役割を有している。
【０００３】
　流入弁に設けられた弁体の軸方向の調整移動は、ある程度の組込み高さを必要とするの
で、従来公知の流量調整器は、比較的高くなっている。調整器ケーシングの中央に設けら
れた流入弁の弁開口が十分に大きな通流横断面を有しているようにするために、調整器ケ
ーシングは相応に大きなケーシング横断面を有している。よって、ＤＥ－ＯＳ２１３１１
１７から公知の流量調整器は、比較的かさ高であり、狭いスペース状況、例えば細い衛生
用の蛇口の吐水口において使用することはできない。更に、従来公知の流量調整器は比較
的複雑で、製造に手間がかかる。
【０００４】
　したがって特に、高性能であるにもかかわらずコンパクトに構成され得る、冒頭で述べ



(4) JP 6084206 B2 2017.2.22

10

20

30

40

50

た形式の、廉価に製造可能な流量調整器を提供するという課題が生じる。
【０００５】
　特に、冒頭で述べた形式の流量調整器において、前記課題は本発明に基づき、弁体が、
調整器ケーシングの弁環状通路内に設けられており、該弁環状通路は、その通路底部に少
なくとも１つの弁開口を有しており、弁体は、環状に形成されていて弾性材料から製造さ
れており、環状の弁体は、流入する媒体の圧力により変形し、これにより弁体は、該弁体
に使用された弾性材料の固有弾性の戻し力に抗して、開放位置から閉鎖位置に移動するよ
うになっていることにより解決される。
【０００６】
　本発明による流量調整器は、少なくとも１つの流入弁を有しており、この流入弁の弁体
は、調整器ケーシングの弁環状通路内に設けられており、弁環状通路は、その通路底部に
少なくとも１つの弁開口を有している。調整器環状通路に適合された、環状の形状を付与
することにより、弁の少なくとも１つの弁開口は、比較的大きな開口横断面を有すること
ができる。弁体は、環状に形成されていて、弾性材料から廉価に製造可能である。弁体は
、例えば軸方向に移動するように案内される必要はなく、流入する媒体の圧力により変形
して、これにより弁体が、この弁体に使用された弾性材料の固有弾性の戻し力に抗して、
開放位置から閉鎖位置に移動すればよいので、本発明に基づき使用される弁は故障しにく
く、保守を要しない。弁体は、例えば軸方向に移動するように案内される必要はなく、し
かも調整器環状通路に適合された環状の形状が付与されていることにより、弁開口を、省
スペースであるにもかかわらず、比較的大きな内法の開口面積を備えて形成することがで
きるので、本発明による流量調整器は、高性能且つコンパクトに構成することができる。
【０００７】
　本発明による流量調整器の高性能で省スペース型の構成は、少なくとも１つの弁環状通
路と、少なくとも１つの調整器環状通路とが、互いに同心的に配置されていると、更に容
易になる。
【０００８】
　流入する媒体の圧力上昇時に、目標とする通流能力の最大値にできるだけ早く到達でき
るようにするために、少なくとも１つの弁環状通路が、調整器環状通路に対して外側に位
置するように配置されていると、有利である。
【０００９】
　一定の良好な調整器特性という点において優れた本発明の好ましい構成では、調整成形
部が通路壁の、好ましくは通流方向に方向付けられた凹状成形部と凸状成形部とにより形
成されている。
【００１０】
　この場合、調整成形部が、少なくとも１つの調整器環状通路の内側の且つ／又は好まし
くは外側の通路壁に設けられていると、合理的であってよい。本発明の好ましい構成では
、調整成形部は、少なくとも１つの調整器環状通路の外側の通路壁に配置されている。
【００１１】
　比較的軽量の弾性材料から製造された弁体及び絞り体の浮上を阻止するため、且つ絞り
体若しくは弁体の、対応する環状通路内での配置を保証するために、本発明の好適な改良
では、絞り体は調整器環状通路内に、且つ／又は弁体は弁環状通路内に、軸方向両側で保
持されている。
【００１２】
　この場合、絞り体若しくは弁体のための挿入開口として用いられる、調整器環状通路及
び／又は弁環状通路の流入側が、好ましくは十字形の少なくとも１つの保持部材により保
持可能であると、絞り体若しくは弁体の浮上は確実に阻止される。
【００１３】
　絞り体若しくは弁体を、対応する環状通路に挿入し、次いでそこに保持できるようにす
るために、少なくとも１つの保持部材が調整器ケーシングに取り外せるように、好ましく
は取り外せるように係止可能に保持されていると、合理的である。
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【００１４】
　本発明に基づく改良は、以下の説明及び図面に関連する請求項から明らかである。以下
に、本発明を好ましい実施形態に基づき更に詳しく説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】２つの同心的な環状通路を備えた調整器ケーシングを有する流量調整器を部分的
に縦断して示した斜視図であって、前記環状通路のうちの一方の調整器環状通路には、弾
性材料から製造され且つ環状に形成された絞り体が設けられているのに対して、外側に位
置するように配置され且つ流入弁に対応する弁環状通路には、弾性材料から製造され、や
はり環状に形成された弁体が収容されている。
【図２】図１に示した流量調整器の流入側を、斜め上から見た斜視図である。
【図３】図１及び図２に示した流量調整器の調整器ケーシングの流入側を上から見た図で
ある。
【図４】図１～図３に示した流量調整器を、図３に示した断面ＩＶ－ＩＶに沿って縦断し
て示した図である。
【図５】図１～図４に示した流量調整器の流出側を上から見た図である。
【図６】図１～図５に示した流量調整器の流入側を斜め上から見た斜視図であって、この
場合、調整器環状通路内に配置された絞り体と、弁環状通路内に設けられた弁体とは、こ
こでは十字形に形成された保持部材により、浮き上がらないように調整器ケーシング内で
保持されており、保持部材は、調整器ケーシングの流入側に脱着可能に、好ましくは取り
外せるように係止可能に、保持されている。
【図７】図６に示した流量調整器の構成の流入側を上から見た図である。
【図８】図６及び図７に示した流量調整器の構成を、図７に示した断面ＶＩＩＩ－ＶＩＩ
Ｉに沿って縦断して示した図である。
【図９】図６～図８に示した流量調整器の構成の調整器ケーシングの流出側を上から見た
図である。
【図１０】図１～図９に示した流量調整器と比較可能に構成された流量調整器を部分的に
縦断して示した斜視図であって、この場合、調整器環状通路内に配置された絞り体は、該
絞り体自体と、内側に位置する成形された通路壁との間に、制御ギャップを画成している
。
【図１１】図１０に示した流量調整器の流入側を、やや斜め上から見た斜視図である。
【図１２】図１０及び図１１に示した流量調整器の流入側を上から見た図である。
【図１３】図１０～図１２に示した流量調整器を、図１２に示した断面ＸＩＩＩ－ＸＩＩ
Ｉに沿って縦断して示した図である。
【図１４】図１０～図１３に示した流量調整器の調整器ケーシングの流出側を上から見た
図である。
【図１５】図１～図１４に示した流量調整器の通流能力を、流入する媒体の圧力に関連し
て示した性能線図である。
【００１６】
　図１～図９及び図１０～図１４には、流量調整器の異なる構成１，１１０が示されてい
る。流量調整器１，１１０は、調整器ケーシング２を有しており、この調整器ケーシング
２は、衛生用の水道管、例えば衛生用の蛇口の吐水口に挿入可能である。流量調整器１，
１１０の調整器ケーシング２は、調整器環状通路３を有していて、この調整器環状通路３
内には、弾性材料から成る環状の絞り体４が設けられている。弾性的な絞り体４は、この
絞り体４自体と、調整成形部５を有している通路壁との間に、制御ギャップ６を画成して
おり、この制御ギャップ６の通流横断面は、通流時に形成される圧力差により変形する絞
り体４に基づいて可変である。圧力が増大するにつれて、弾性材料から成る絞り体４は調
整成形部５に向かって変形するので、制御ギャップ６の通流横断面は徐々に狭められ、こ
れにより、圧力とは関係無く、最大通流能力が所定の設定値に制限されている。
【００１７】
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　図１～図９に示した流量調整器１では、調整成形部５を有しており且つ制御ギャップ６
を画成している通路壁が、調整器環状通路３の外側の通路壁であるのに対して、図１０～
図１４に示した流量調整器１１０では、調整成形部５は、内側の通路壁に設けられている
。流量調整器１の絞り体４と、成形された通路壁との間に設けられた通路ギャップ６は、
比較的大きな内法の開口横断面を有しているので、流量調整器１は、好ましくは比較的高
い最大通流能力を要する用途のために設定されている。
【００１８】
　流量調整器１，１１０は、弁体８を有する弁７を備えており、弁体８は、通流する媒体
の圧力により、開放位置から戻し力に抗して閉鎖位置へと移動し、閉鎖位置において弁体
８は少なくとも１つの弁開口を閉鎖する。
【００１９】
　この場合、環状に形成され且つ弾性材料から製造された弁体８は、調整器ケーシング２
の弁環状通路９内に設けられている。弁環状通路９は、その通路底部に少なくとも１つの
弁開口を有している。流入する媒体の圧力により、弾性的な弁体８は変形可能になってお
り、これにより弁体８は使用された弾性材料の固有弾性の戻し力に抗して、開放位置から
閉鎖位置に移動する。
【００２０】
　弁７は、低い接続圧において付加的な液体通過を生ぜしめるという役割を有しており、
この付加的な液体通過は、流入する媒体の圧力が徐々に上昇した場合に、通流能力が目標
とする最大値まで急速に高められることを保証する。弁環状通路９に、調整器環状通路３
に適合された環状の形状が付与されていることにより、弁７の少なくとも１つの弁開口は
、比較的大きな開口横断面を有することができる。弁体８は、環状に形成されていて、弾
性材料から廉価に製造可能である。弁体８は、例えば軸方向に移動するように案内される
必要はなく、流入する媒体の圧力によって単に半径方向にのみ変形可能であればよいので
、弁７は故障しにくく且つ保守を要しない。弁体８は、例えば軸方向に移動するように案
内される必要はなく、しかも弁環状通路９に、調整器環状通路３に適合された環状の形状
が付与されていることにより、弁開口を、省スペースであるにもかかわらず、比較的大き
な内法の開口面積を備えて形成することができるので、図示の流量調整器１，１１０は、
高性能且つコンパクトに構成され得る。
【００２１】
　図１～図１４から、弁環状通路９と調整器環状通路３とは、調整器ケーシング２のケー
シング長手方向軸線に対して、互いに同心的に配置されていることが判る。この場合、流
量調整器１，１１０の弁環状通路９は、調整器環状通路３に対して外側に位置するように
配置されている。流量調整器１，１１０の構成において、調整成形部５は、通路壁の、通
流方向に方向付けられた凹状成形部１０と、凸状成形部１１とにより形成されている。
【００２２】
　絞り体４と弁体８の両方が、如何なる場合も脱落しないようにするために、絞り体４は
調整器環状通路３内に、且つ弁体８は弁環状通路９内に、軸方向両側で保持されていると
有利である。図５、図９及び図１４に示した、流量調整器１，１１０の流出側を上から見
た図から、環状通路３，９はそれぞれ、半径方向ウェブ１２若しくは１３により中断され
た１つの環状開口を形成していることが明らかである。絞り体４と弁体８とを、調整器ケ
ーシング２の流入側においても、意図しない浮上が生じないように保持するため、且つ絞
り体４及び弁体８の、対応する環状通路３，９内での配置を保証するために、本発明では
上から見て十字形の保持部材１４が設けられていて、この保持部材１４は、調整器ケーシ
ング２の、１平面内に配置された流入面に当接していて、環状通路３，９に被さるように
係合しており、これにより、絞り体４と弁体８とは、対応する環状通路３，９内に保持さ
れることになる。図８に示した縦断面図から明らかなように、保持部材１４は、調整器ケ
ーシング２の流入側に取り外せるように結合可能に、好ましくは係止可能に保持されてい
る。保持部材１４は更に、突出した結合ピン１５を有していて、この結合ピン１５は、調
整器ケーシング２の流入側の中央の結合開口１６に、取り外し可能に挿入することができ
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【００２３】
　図示の流量調整器１，１１０は、省スペース且つコンパクトに構成され得るので、エア
レータの流入側に取り外し可能に取り付けることもでき、これにより、エアレータの組込
み高さに、エアレータが衛生用の蛇口の吐水口に最早容易には挿入されなくなるほどの影
響を及ぼすことはない。
【００２４】
　図１５に示した性能線図から明らかなように、図示の流量調整器１，１１０は、流入す
る流体の圧力に関して最適化された能力特性という点において優れている。この場合、符
号ｂは、調整器環状通路３の領域を単位時間当たりに通流する通流体積、即ち流量を、流
入する流体の圧力に関連して表している。これに対して符号ａで示した曲線は、弁７を通
流可能な付加的な体積を表している。この場合、流入する流体の特定の圧力から、弾性的
な弁体８が弁７の少なくとも１つの弁開口を密閉し、その結果、この特定の圧力以降は、
弁７を通流する更なる流体体積は想定されていない、ということも明らかになる。曲線ａ
及びｂの相乗作用に基づいて、符号ｃで示した流量調整器１，１１０の最適化された性能
曲線が得られる。つまり、この性能曲線ｃは、流入する流体の比較的低い圧力において既
に、目標とする通流能力の最大値に到達することができる。
【００２５】
　弁７を通流する付加的な体積を表す曲線ａ′が、単位時間当たりに調整器環状通路３の
領域を通流する通流体積の曲線ｂよりも急な上り勾配を有することは、十分に可能であり
、このことは、更に急勾配な曲線ｃ′と、低圧領域においてオーバシュートの曲線形状と
を生ぜしめる。但し、低圧領域におけるオーバシュートの曲線形状は、弁通路が閉鎖され
て曲線ａ′が降下すると、圧力が上昇しても、流量調整器の目標とする最大通流能力にま
で再び降下する。このように、低圧領域における特性曲線を、まず最初に流量調整器の最
大通流能力をも超えて上昇させるために、弁７は、例えばその弁開口の相応に大きな内法
の横断面に基づき、適宜構成されていてよい。
【符号の説明】
【００２６】
　１　流量調整器（図１～図９）、　１１０　流量調整器（図１０～図１４）、　２　調
整器ケーシング、　３　調整器環状通路、　４　絞り体、　５　調整成形部、　６　制御
ギャップ、　７　弁、　８　弁体、　９　弁環状通路、　１０　（調整成形部５の）凹状
成形部、　１１　（調整成形部５の）凸状成形部、　１２　（調整器環状通路３の領域の
）ウェブ、　１３　（弁環状通路９の領域の）ウェブ、　１４　保持部材、　１５　（保
持部材１４の）結合ピン、　１６　（調整器ケーシング２の）結合開口
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